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ABSTRACT 　Megalopae 　of 〔Jca　lactea （de　Haan ｝（Oc｝
・podinae ） and 　 Macrophtfta ’mus （Ma ・

reotis ）ノの ρ ηぬ 5 （de　Haan ） （Macrophthalminae ） were 　 reared 　 i旦 the 　 laboratory ．　 During

four　days　they 　reached 　the　firsしcrab −stage ．　The 　megalopae 　and 　young 　crab3were 　described

and 　illustrated，　 Morphological　 comparisons 　weve 　made 　 between　the　 megalopae 　 of 　 these

species 　with 　those　of　the　already 　known 　12　species 　in　 the　 fa顛 正y，　 The 　 megalopa 　of 召 ．

jactea　is　 much 　like　that 　of σ，　pugitator（Bosc ） （Hyman ，　 i920），　 but　 the　former　 is　 distin・

guished 　from　the 　latter　by　having 　 a　different　 number 　 Df 　 natatory 　 hairs　 Dn 　 the 　pleopods

and 　a　different　arrangement 　 of 　 marginal 　 spinules 　 of 　Lhe　telson．　The　megalopa 　of 　M ．（M ．）

ゴの o短 ‘us 　differs　from 　that　of 　Paracle ・istostoma ‘ ristatum 　de　Man （Gam6 ，1958）in　 that 　 the

antenna 　 of 　 P ．　 eristatum 　 bears 　7　 segments 　 and 　 the 　 dista1 七wo 　 have 　 one 　 short 　 and 且ve 　 long

setae
，
　 whereas 　in　 M ．（M 。）担 ρo πま‘μ ∫ the 　 antenna 　bears 　10　 segments 　and 　each 　of 　the 　distal

four　have 亡wo 　long　 setae ，　 The 　 megalopae 　 of　 the　 Macrophthalminae 　 and 　Ocypodinae 　 have

extremely 　short 縦 th　peraeopods 　with 　three　 feelers　 on 　the 　 apex 　 of 　the 　dact ｝
・lus

，　and 　their

antennule 　bears 　an 　 endopod ｛te
，
　 with 　 the 　 excepUon 　of 　 the 　 genus 　 Uca　 whose 　 megalopae

have 　 a　 vestjgial 　 antennutar 　 endopodite ，（Zool．　 Mag ．85 ’ 40 −51 ，　 i976 ）

　 カ ニ 類 の 幼生 は 一般 に 飼育が 困難 な た め ， 脱 皮 に

と も な う成 長発達過程や 外部形態 の 特 徴 な どの 観 察

報告は さほ ど多 くは な い 。 こ れ ま で に 入 ナ ガ ニ 科

幼生 に つ い て は Smith （1873），
　 Kemp （1915），

Hy 皿 an 　（1920），
　 Aikawa 　（1929 ，

1937），　 Crane

（1940）， Gurney （1942〕，　Rajabai （1954），　Gohar

and 　A1．Kholy （1957）， 蒲生 （1958），　Wear 　（1968），

Diaz　and 　Costlow （1972），村 岡 （1974）等に よ っ

て 20種 報告 され て い る。こ れ らの うち 、幼生期 の 第

ユ段階 に あ た る ゾエ ァ 期幼生 に つ い て は 8種 　ゾ エ

ア 期の 一部 と メ ガ 卩 パ 期 幼 生 に つ い て は 7 種 　メ ガ

卩 パ 期幼生 の み に つ い て は 3種，さ らに ソ x ア 期 か

らメ ガ 卩 パ 期 まで の 幼生の 成長発達過程 に つ い て 研

究され た もの は 2種 で あ る 。

　今回， ス ナ ガ ニ 科 Ocypodidae，ス ナ ガ ニ 亜 科

Ocypodinae の バ ク セ ソ シ オ マ ネ キ Uca 　 lactea40

（de　 Haan ） とオ サ ガ ニ 亜科 Macrophthalminae

の ヤ マ ト オ サ ガ ニ MacroPhthatmus （Mareotis）

J
’
aPonicus （de　 Haan ） の 両種 の メ ガ 卩 パ 期幼生 を

第 1 稚 ガ ニ 期 ま で 飼育 し て ，こ れ らの 外部 形 態 に っ

い て観察 を行 い ，す で に 報告 され て い る 近 縁 の 種 類

の メ ガ ロ パ と比 較 考 察 を試 み た の で こ こ に報告す

る 。

材料および方法

　バク セ ン シ オ マ ネ キ の ．メ ガ 卩 パ 期幼生 は 1972年 9

月 8H に 熊本県天草郡松島町 に あ る 熊本大学 理 学部

附属合津臨海実験所前 の 干潟 で 採集 した
。

ヤ マ ト オ

サ ガ ニ の メ ガ 卩 ．パ 期幼生 は 1972年 9 月 22日に 神奈川

県逗子 市 の 田 越 川 河 n ｝こ お い て ，成体 の カ ニ が 生息

し て い る 干潟 で 多数得 る こ とが で ぎた
。

こ の 両 種の

メ ガ ロ バ は 検鏡の た め に 一
部を 固定 し，残 りは 直 ち
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F

に 海水 を 満 た し た 深 さ 5cm の シ ャ
ーレ に 移 し ， 餌

と して 孵化 した ば か りの ブ ラ イ ソ シ ュ リ ン プを 与 え

て飼育 した （Provenzano ，
1965）。 両種 の 幼生 は い

ずれ も 1〜4 日で 第 ユ稚 ガ ニに 変態 した o

　幼生 と稚ガニの 固定 ならび に 保存に は 50％エ
チ ル

ア ル コ
ー

ル を用 い た。検鏡 に あ た っ て は ， メ ガ 卩 パ

期幼生 に つ い て は 5 個体 を，稚 ガ ニ に っ い て は 2 個

体 を 用 い ， い ずれ も50％ エ チ レ ン グ P コ ール に 移 し

て 観察 を 行 っ た
。

観 察

1・バク セ ソ シ オ マ ネ キ Uca 　 tactea （de　Haan ）

メ ガ ロ バ 期幼生 （図 1， 2）

　 甲殻 は 長さ 1．3mm ，幅 Llmm を 有 し， 前後

に や や 細長 く，そ の 後半部 は 丸味を帯 び て い る 。 前

額は 下垂す る。甲殻 後縁に は 第 4 歩脚 を 収容 す る た

め の 浅い くぼ み が 認 め られ る （図 1，A ）。

　第 1 触角 は 基部 3 節 か らな り，第 3 節 の 未端側縁

に は 2本 の 短 毛 が 生 じて い る。 内 肢 は 認 め られな

い
。 外肢 は 3 節 を有 し ， 第 2 ， 第 3節 に は 7〜8 本

の 長 い 感覚毛を生 じ ， さらに 第 3 節末端 に は 1 本 の

長 い 剛毛 が 認 め られ る （図 2，A ）。

　第；2触角 は ID節 か ら な り ， 基部 の 3節 は 他節 と比

べ て 太 い 。 第 8節は 細 長 く，そ の 末端に は 2本 の 長

毛を そなえ て い る 。 末節は 短 か く，そ の 末端に 2 本

の 長毛 と 1 本 の 短毛が 認め られ る （図 2，B ）。

　大顎は 原節と触鬚 とに 分 か れ ， 触鬚の 末節側縁に

は 3本 の 短毛が 列生 して い る （図 2，C ）。

　第 1小顎は底節 ， 基節， 内肢と に 別か れ て い る 。

底節 の 表 面 に は 剛毛が まば らに 生 じ ， そ の 側縁に は

5〜 6本の 羽状剛毛 と数本 の 羽状毛 が 認め られ る 。 基

節 はや や 角張 り，そ の 末端側縁 に 多数の 剛 毛が 生 じ

て い る 。 内肢 は 細 長 く，そ の 末端 に 1本 の 短毛 を 有

す る （図 2，D ）。

　第 2 小顎の 底節に は 剛毛 と 羽 状 毛 が 混生 し て い

る。 基節 は 二 葉 に 分 か れ ， こ れ らの 側縁 に は 5〜7

本 の 醐毛が 生 じて い る 。 内肢は 1節で ， 側縁に は 2

本 の短毛が 認 め られ る。顎舟葉 は 側縁 に 50数本 の 羽

状毛 を 列 生 す る （図 2，E ）。

　第1 顎脚は底節，基節と もに 数本 の 剛 毛 を 有 す

る 。 内肢 は 1節 で 細 長 く，そ の 末端 に は 4 本 の 短毛

が 認 め られ る 。 外 肢 は 2 節 か らな り，第 1 節 末端 に

2 本 の 羽状毛を ， 末節末端に 3本 の 長 毛 を それ ぞれ

備 え て い る 〈図 2，F ）。

　第 2 顎脚 は内外肢に分か れ る 。 内肢は 4節で，そ

の 末節 に は 剛毛が 生 じて い る 。 外肢 は 2節 で，末節

末端 に は 4 本の 羽 状毛 を そ な え て い る （図 2，G ＞。

　第 3 顎脚 は 内外肢 に 分か れ る 。 内肢 は 5節 で，第

1 ，第 2 節 の 側縁 に は それぞれ 4〜5 本 の 剛毛が生

じて い る。第 3 節 は 他 と比 べ て細長 い 。末節 は 末端

0．5mm

Fig．1，　 Uca　iactea （de　Haan ），　 megalopa ．　 A ，　 dorsal

　　l−3
，

second 　（1）　to 　fourth　（3）　peraeopods ．
view ；B ，　 ventral 　 view ；

B
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口

，

（

A ．

H ，1 ．

F
，
G ．

D ．

　　　　　 　　　　 　　 B ・　　　　　　　　　　 O レE．　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　−

Fig ．3．　 Uca ’α‘tea （de　Haan ），　first　 crab ．stage ．　A ，　 dorsal　 view ；B
，
　 ventral 　 view ；

　 1−3，second （1）to　fourth （3）peraeopods ；C ，
　 antennule ；D，　an しenna ； E ，　 mandible ；

　 F ，
third 　 maxilliped ； G ，　cheliped 　l　 H ．−1，　fourth　 and 　 fifth　 peraeopods ．（The 　 bar

　 scales 　 represent 　 O．5mm 　 for　 A ，B ，
　H ，Iand 　 O．1mm 　 for　 C−G ．）

に 約 7本 の 剛毛をそなえて い る。外肢 は 2 節 で ，第

1 節は 細 長 く，内肢の 第 2節 の ほ ぼ 中央 まで 達す る 。

末節は 短 か く，末端に 2 本 の 長 毛 が 認 め られ る （図

2，H ）。

　鉗脚 は 左 右 等 し い （図 2，1）。

　歩脚 は第 1 ， 第 2 ，第 3歩脚の 腹面 の 底節 に 毛 と

1本の 小棘 が 生 じて い るが ，
こ の うち ， 毛は まば ら

で ， 特殊な 軟毛 は 認 め られ な い （図 1， B ）。指節は

い ずれ も細長 く，内縁に は鋸歯は な く， 微紐な棘 が

ま ば ら に 認め られ る （図 2，J，K ）。 第 4歩 脚は 他

と 比べ て 小 さ く，指節の 末端 に は 3 本 の 感覚毛を そ

な え る （図 2，L ）。

　腹部 は 6 腹節 と尾節か ら な る。第 2 腹 節 か ら第 5

腹節の 腹面 に は 二 叉 した 腹肢を 備え ， そ の 内肢 の 末

端側縁 に は 3 本 の 鈎毛を 有す る 。 第2 か ら第 5腹節

に か げ て の 外肢 の 側縁 に は そ れぞれ 16〜17， 16， 15
〜16，14〜15本 の 羽 状毛が認 め られ る 。 第 5腹節 の

後縁 に は 他 よ りも顕著な一対 の 棘が生 じて い る 。 第
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6 腹節 は一
対 の 尾肢を有 し ， そ の 基節 に は 1本 の 羽

状毛 を，末節に は 8本 の 羽状毛をそれぞれ備え て い

る 。 尾節は 半円形 を 呈 し，そ の 側縁に は
一

対 の 小棘

が 生 じて い る （図 2，M ，　N ）。

第 i稚 ガ ニ 期 （図 3）。

　 甲長 1．3mm ，甲幅 Lsmm で，や や横に広 く，

額の 幅 は 甲幅 の 約
1
ん の 長 さで ある 。 眼柄は 長 い

。

眼窩は 発達す る が，眼 窩 外 歯は 顕著て は な い （図

3，　A ）。

　 第 1触角は 基部 3 節 と外肢 か らな る。外肢 の 末端

｝こ は 感覚毛が そ う生 し て い る （図 3．C ）。

　第 2触角は 8 節か らな るが ，そ の 第 5 節 の 分節 は

明 確 で は な い
。 第 2 節は 他 よ り も太 くて 長 い

。 そ の

末端 に は顕 著 な 1 本 の 長毛 が 生 じて い る
。 末節 は 他

よ り も短 か い （図 3， D ）。

　大顎は 原節 が 発達 し、そ の 内縁は 歯状に な っ て い

る 。 触鬚の 末節側縁 に は 強大 な剛毛 と 1 本 の 羽状毛

が 列生す る （図 3， E ）。

　第 3顎脚 は 内肢の 各節とも側縁に 多数の 毛 が 生 じ

て い る 。 外肢は 2 節で ，第 1 節 に は 基部か ら末端 に

か け て，約 m 本 の 短毛が 生 じて い る （図 3，F ）。

　鉗脚は 左 右相称で あ る。掌節 は 長 方 形 で，可動

指，小 動指 と も輻 広 い
。 可 動 指 の 内縁 に は 数本 の 微

細な剛毛 と末端近 くに 歯を，不動指 の 内縁 に は 中央

に 2 歯を有す るが，い ずれ の 歯 も小さ い （図 3，G ）。

第 2，第 3 歩脚 の 底節に は 特殊 な軟毛 が密生 し て い

る （図 3，B ）。第 4 歩脚 は 小 さく，指節の 末端に は

微細な 剛毛を生 じ，メ ガ 卩 パ 期幼生 に 認め られ た 長

い 感覚毛は 消失し て い る （図 3，1 ）。

2．ヤ マ トオ サ ガ ニ Mac 「oPhthatmus （Mareotis）

　」

’
aPonicu ．s （de　Haan ）

メ ガ ロ バ 期幼生 （図 4 ， 5）

　甲殻 は 長 さ 1．4mm ，幅 1，1rnm で ， 前 後に や

や 細長 い 。額 は 甲幅 の お よ そ O．4 倍 で ，そ の 両端 は

前方 に 突出 し，中央は M 字形 を 呈 し て い る 。 甲殻背

面 上 に は ，棘 は 生 じて い な い が，胃域 に 小 さ な 瘤 状

の 突起 が認め られ る 。 ま た，胃域か ら心 域 に か け て

の 正中線上 に 隆起 が ， さ らに 心 域か ら後端 に か け

て ，正中線に 平行 し て 顕著な 2 本の 隆起が 認 め られ

る 。 眼柄 は 太 くて 短 か い （甌 4，A ）。

　第 1触角は 基部 3節か ら な る 。 内肢は 1節 で， 3

本 の 短毛 を 有す る。外肢は 3節か らな り，12〜13本

の 感覚毛 が 生 じて い る （図 5，A ）。

　第 2 触角は IO節か らな り，第 6節に は短毛が輪生

し て い る。さ らに 第 7か ら第10節まで の 各節 に は 著

し く長 い 感覚毛 を そ な え，そ の 刺毛 配 列 は 1，4，2．3

凵

一

Fig．4．　 MacroPhthalmus （∠、fα 厂eet
・is）ゴaPOI ！ゴ‘ us （de　Haan ），　 megalopa ．

　 vie 、v ；B ，　ventral 　vie 、v ，
A ，dorsa1
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Fig. 5. MacroPhthalmus  <Mareotis)jaPonicus (cle Haan),  megalopa.  A,  antennule;

  B, antenna;C,  mandible;D,  maxMu]e;E,  maxilla;F-H,  first <F) to third (H)
  maxil]ipeds:  I, cheliped;  J, second  peraeopod  ; K-L,  fourth and  fifth peraeopods;
  M,  pleepod  of  fifth abdominal  segment;  N,  uropod  and  telson.  (The bar  scales

  represent  O. 5 mm.)
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／ 郊碧／
A ，

　 　 　 B ，
一

■

E．FpGpH ，1 ．

1 D ，

° T“
丶

o ．

F｛g．6．　 Macrop んthagmus （Mareotis）japonicus（de 　Haan ），
石rst 　crab −stage ，　A ，　dorsal

　 view 　；B ，　 right 　latera】 margin 　 of 　carapace 　 with 　e ｝
・e，　dorsah4ew ； C ，　antennule ；

　 D
，

antenna ； E
，　third 　nlaxill 量ped　l　F，　cheliped ； G，　dactylus　of 　second 　peraeopods ；

　 H −Ldactylus 　of　fQurth　and 　nfth　peraeopods ．（The 　bar　scales 　represent 　O．5mm ．）

で あ る （図 5，B ）。

　大顎 は 原節 と触鬚 と に 分か れ、触鬚の 末節側縁 に

8本 の 羽状剛毛と 1 本 の 長い 羽 状 毛 が 認 め られ る

（図 5，C ）。

　第 1 小顎は 底節 ， 基節 ， 内肢 とに 分か れ，底節 は

表面 に 微細 な 棘が 認 め られ ， そ の 側縁に は 太 い 棘 と

羽 状毛 が そ れ ぞれ 6〜7 本生 じて い る 。 基節 は 底節

よ り もや や大きく，そ の 側縁 に 剛毛 を密生す る。内

肢は 2節 で，末節に は 4 本の 長短毛 が 認め られ，そ

の うち の 2 本 は 末端 に 生 じて い る （図 5，D ）。

　第 2 小顎 は 底 節，基 節 と もに 二 葉 に 分か れ ，そ の

側縁 に は 羽 状毛と 剛毛を密生す る 。 内肢は 1節 か ら

な り，外縁に 3 本の 羽状毛をそなえ る 。 顎舟葉 は 側

縁 に お よそ60本 の 羽状毛 を 列生す る （図 5，E ）。

　第 1顎脚 は底節 ， 基節 お よ び 内外肢 に 分か れ，底

節 に は 剛毛 と羽状毛が ， 基節に は 剛毛が そ れ ぞれ 生

じて い る 。 内肢は 1節で 継長 く，末端 に 2 本 の 短毛

が 認 め られ る 。 外肢は 2 節に 分か れ，第 1 節末端 に

2 本 の 羽状毛 を，末節宋端 に 5 本 の 羽 状毛 を そ れ ぞ

れ そ なえ て い る （図 5，F ）。

　第 2 顎脚は 内外肢 に 分か れ る 。 内肢は 5 節認 め ら

れ，そ の 末節 に 剛毛を密生す る 。 外肢 は 2 節認め ら

れ，第 1 節の 側縁に は 1 本 の 短毛を ， 末節 に は 5 本

の 羽状毛をそれぞれそ なえて い る （図 5，G ）。

N 工工
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　第 3顎脚は 内 外 肢 に 分か れ，内肢は 5 節認 め ら

れ ，第3 節 （腕節） は 他 と比べ て 著 し く細長い 。外

肢 は 2 節 か らな り，そ の 末節に 5本 の 羽状毛をそな

え て い る。

　鉗脚 は 左右等 し い
。 掌節は や や 細長 く，不 動指 の

内縁 に は 微細な歯 を有す る 。 可動指 の 内外縁に は 短

毛 が ま ば らに 認 め られ る （図 5，1 ）。

　歩脚 は 第 1，第 2 ，第 3 歩脚 と も長 さは ほ ぼ 等 し

い （図 4，A ）。第 1 歩 脚 の 底 節 に は 1 偶 の 瘤状 の 小

突起 と 微細な毛 が まば らに 生 じて い る （図 4，B ）。

指 節の 内縁に は 歯は なく，微 細 な 棘 が 生 じて い る

（図 5， J）。第 2 歩脚の 底節 ｝こ は 微 細 な 毛 を 生 じ ，

第 3歩脚 の 底節 に は 後端 に 1 本の 小棘を そ な え て い

る 。 第 2 ，第 3 歩脚 の 指節内縁に は 4 歯認め られ る

（図 5， K ）。 第 4 歩脚 は 他 と比 べ て 短 か い
。 指節 は

内縁 に 歯 は な く，末端 に 3 本 の 長 い 感覚毛 を有す る

（図 5， L ）。

　腹部 は 6 腹節 と尾節 か らな る。第 2 腹節か ら第 5

腹節 の 腹面に は 二 叉 し た 腹肢を そ な え ，そ の 内肢の

末端近 くに は 3 本 の 鈎 毛が 認 め られ る （図 5，M ）。

外肢は 側縁に 羽状毛 が 多数認 め られ，第 2 か ら第 5

腹節に か け て の 各腹肢 の 刺 毛 配 列は 18− 20，18一

ユ9，17− 18，15− 16で あ る 。 第 6腹節 に は 2 節か ら

な る尾肢を そ な え ， そ の 基節 に は 1本 の 羽状毛 を ，

末節側縁 に は 8本 の 羽 状毛 を それぞれそな え て い

る。 尾節は 半円形 を 呈 し，両側縁 に は
一

対 の 小棘 が

生 じて い る （図 5，N ）。

第 1稚ガ ニ 期 （図 6）

　甲殻は 長 さ 1，5mm ，幅 1．5mm で あ る。 額 け

中央 が 浅 くくぼみ ，そ の 幅 は 甲幅 の お よそ
1
ん の 長

さ で あ る。甲殻背面は 滑 らか で ，側縁 に は 眼窩外歯

を含め て 3 歯認 め られ，こ れ らの 歯 は い ず れ も，さ

らに 微細 な 歯 を と もな っ て 1 歯を 形成 し て い る （図

6，A ，B ）。

　第 1 触 角の 内肢 は 1節 か ら な る。外肢 は 3 節認め

られ ，お よそ IO本 の 感覚毛が 生 じて い る （図 6，　C ）。

　第 2 触角は 9 節を有 し ， 第 4 ， 第 5 節を除い て 各

節 に 長短毛 が認め られ るが ，特に ， 第 1節 と第 8節

の は 他 と比 べ て著し く長 い （図 6，D ）。

　第 3 顎脚 は 内肢 5節認 め られ ，基 部 の 2 節は 他 よ

りも大きく，そ の 内側縁 に 長短毛が 生 じて い る。第

3 節 は 細長い 。第 5 節末端 に は 顕著な長剛毛が 生 じ

て い る Q 外肢 は 2 節 か ら な り，第 1 節 の 外 側 縁 に は

お よ そ 8 本 の 短毛 が 列生 し ，末節末端 に は 5本 の 羽

状毛 が 認 め られ る （図 6，E ）。
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　鉗脚は 左右相称 で 細長 く，不 動指の 内面 tcは微細

な歯を そ な え て い る （図 6，F ）。 第 1 ， 第 2 ， 第 3

歩脚 は い ずれ も細長 く，特に，第 2 ，第 3 歩脚 は 他

と比 べ て 著 し い
。 各歩脚 の 指節は い ずれ も長 く，そ

の 内縁 に は 歯 は 認 め られ な い （図 6，G ，　H ）。 第 4

歩脚 は 他 よ り も著 し く短 か い
。 指 節 内 縁 に は 歯 は な

く，メ ガ 卩 パ 期 に 認 め られ た 末端 の 長毛 も消失 して

い る （図 6，1 ）。

考 察

　 ス ナ ガ ニ 亜科 Uca 属 の メ ガ ロ バ 期幼生 は ，今 目

ま で の と こ ろ た だ 1 種 大 西 洋産 の U ・Pugilator

（Bosc ）に つ い て Hyman （1920）が 記 載 し て い る

の み で あ る 。 こ の メ ガ 卩 パ 期幼生 と 本報告 の バク セ

ン シ オ マ ネ キ の それ と の 外部形態 は 互 い に 可成 り よ

く似 て い るが ，表 1 に 示す よ うに 第 2 触 角 の 鞭 節

数，顎脚 や 尾肢の 羽状毛数 ， 尾節側縁 の 小棘 数な ど

に相違が 認 め られ ， こ れ らの 特徴に よ っ て こ の 両種

を 区別す る こ とが で き る。

　 Crane （1940）は OcyPede　gaudichaudii ⊂Milne

Edwards 　 and 　Lucas），0 ．　 occidentaiis （Stirn・

pson ），　 O．　alb ξcans （Bosc ） （；0 ．　quadrata 　（Fa ．

bricius）） の 3 種 の OcツPode 属 の メ ガ ロ バ 期幼生

を 観察 し，Hyman が 観察した U ．　 Pugilatorと比

較を行 っ た 結果，Uca 属 は OcyPode 属と比 較 し

て ， L　甲殻 の 丸味 は 顕著 で は な く， キ チ ン 質も硬

くは ない 。2，甲殻背縁 に は 歩脚 を 収 め る た め の溝

が な い。3，胸部腹甲の 前部 は 滑 らか である 。 4， 第

3 顎脚 の 長節内縁 の ふ くらみ は 顕 著 で あ る 。 5，尾

肢 の 羽状毛数は 15本以下 で あ る な どを，こ の 両属 を

区別す る に あた っ て の 主 要 な 特 徴 と し て あ げ て い

る 。 上述の 区 別点 の うち ， 2 に つ い て は ， ハ ク セ ソ

シ オ マ ネ キ で は わ ず か に くぼ み が 認 め られ ，こ の 報

告 と は や や 相 違す る が，その 他に つ い て は 本種 の 幼

生 と も
一

致す る 。

　Crane が 指摘した L述 の 特微以外 に ，今 回 の 観

察結果 か ら ス ナ ガ ニ 亜科 の メ ガ ロ バ 期幼生 で は第 1

触角内肢の 有無 も重 要 な 相 違 と して 取 り 上げね ば

な らな い よ うに 思 わ れ る。 そ こ で ，す で に メ ガ 卩

パ 期幼生 が 報 告 され て い る OcyPode 属 6 種，0，

quadrata 　（FabTicius），0．　 occidentalis 　（Stim −

pson ），0 ．　ga “ dichaudii（Milne 　 Edwards 　 and

Lucas ）（Crane，1940），0．　cordimana 　Desmarest ，
O ．　piat）ltarsis 　Milne 　Edwards ，（Rajabai ，

1954），

0 ．sp ．
， （村岡，1972） と Uca 属 2 種 ，

バク セ ン シ

オ マ ネ キ お よび U ．Pugilator （Bosc） （Hyman

N 工工
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Table　 l．

村　 　岡　　健　 　作

Distinctive　 characteristics 　of　magabpae 　 of 　Uca 　 lactea （de　Haan ）
and 　｛入 PugiJator（Bosc）

SpeciesReference U ．lactea（de　Haan ）
Present 　 work

〔入 Pugitator（Bosc ）
Hyman ，1920

Antennuleendopodite

exopodite

Antenna

Mandible

Maxillaendopodite

First　 maxillipeCl

　　 exopodite

Second　 maxilliped

　　exopodite

Third 　maxilliped

　　 exopod ｛te

Cheliped
Fifth　peraeopod

P璽eopods （2nd　 to　5th
　 abdominal 　 segment ）
　　 erldopodite

　　exopodite

Uropod

Telson

Vestigial
3segments ，

　 apProximately 　 8
aesthetascs

10segrnents，210ng　aesthetascs
on 　 8th　 segment

3setae 　 on 　distal　 segrnen ヒ of

palp

lsegment
，
2plumose 　hairs

2plurnose 　 hairs　 on 　 proxinial
segment

， 3plumose 　 hairs　 on

distal

4plumose 　ha 重rs 　 on 　 disしaI
segment

2plumose 　 hairs　on 　 distal
segment

Symmetrical
3feelers 　 on 　 Clactvlus

3　small 　 hooked 　hairs
l4　to　16　natatory 　hairs

lp 璽umose 　hair　 on 　proxlmal
segment ，8plumose 　h且 irs　 on

distal2marginal

　 spinules

Vestigial＊
20r 　3　segments

，
　 appr   ximately

g　aesthetascs ＊

11segments ，30r 　4　aesthetascs
on 　8th　segment
Not 　described

lsegment
，
　 nD 　 hairs

2plumose 　hairs　 on 　 proximal
seg 旧 ent ，3plumose 　haiTs　on

distal

2uneven 　hairs　on 　proxitna 】

segment ，．｛ Plumose 　hairs　 on

distal

3plumose 　hairs　 on 　distal
segment

Symmetrical ＊

3　feelers　on 　dacty監us 零

3　small 　ho〔｝ked 　hairs
7to 　14　natatory 　hairs （including
uropod ）

6marginal 　 spinulesi

「

噂

＊ According 　to　il］ustrations 　of 　 reference

の 記載 と 図 に よ る） との 比 較 を 行 っ た と こ ろ，
0c ）

・Pode属の もの で は 内肢が あ るが ，　 Uca 属 の 2

種 で は い ずれ も内肢は な く，その 部分 に 微細 な 短 毛

が 1〜2本生 じて い る の が 認 め られ る に す ぎな い 。こ

の よ うな 第 1触角 の 内肢の こ ん 跡 的 な い しは 消失 し

た 状態に あ る もの に は ，他 に イ ワ ガ ニ 科 Sesarma 属

の メ ガ 卩 パ 期幼生 を あげる こ とが で きる （Costlow

and 　Bookhout ，1960，　 1962； Baba 　 and 　 Miyata
，

1971；村岡
・佐波， 1975等の 記載お よび 図に よ る ）。

　オ サ ガ ニ 亜 科 の メ ガ ロ バ 期幼生 に つ い て の 報告は

蒲生 （1958） に よ る ア リア ケ モ ドキ Paracteistos・

toma 　cristatum 　 de　 Ma 皿 の 1 種 の み で あ る。こ の

ア リ ア ケ モ ドキ とヤ マ トオ サ ガ ニ の メ ガ ロ バ 期幼生

の 比 較 を 行 っ た 結果は 表 2 に 示 し た 。こ の 表 か ら，

2 種 の 幼生は 第4 歩脚の 指節末端に 生 じ る 感覚毛 数

や腹肢 の 内肢側縁 に そ なわ る 鈎 毛 の 数は い ず れ も同

じ で あ る。しか し，第 2 触 角の 鞭節 数，腹肢 や 尾肢

の 羽状毛数 は 著 し く相違 し て い る 。 特に ，ア リ ア ケ

モ ドキ の 尾肢は 基節に 羽 状毛を 欠 き， 末節 の 羽状毛

数 も 2 本 と 極端 に 少 な い が ，こ の 相違は
， 両種を区

別す るに あ た っ て の 注意す べ き特徴の よ うに 思わ れ

るe

　Wear （1968） は す で に 報告 され て い る ス ナ ガ ニ

科 3亜 科14種の 第 1 ゾ
’エア の 外部形態 を 検討 し，そ

の 中 で，第 4 腹節 また は 第 5 腹節 の 側縁 の 広が りの

有無，第 2触角の 外肢 の 有無な ど の 特徴 を 取 り王 げ

て い るが，特に 頭胸甲の 側棘 の 有無 を重視 し て ，1）
ゾ エ ア 頭胸 甲 に 側棘 を備え て い る もの 一一〇cyPede

，
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Table 　 2．

ス ナ ガ ニ 科 カ ニ 類 の 後期 幼 生

Distinctive　cha 鳳 cteristics 　of　1negalopae 　of　 Macro♪hthaimus （Mareotis）
ノα po加 ‘   s （de　 Haan ） and 　 Paracleistostoma 　 c厂istatum 　 de　Man
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SpeciesReference M ，（M ．）1
’
aPenicus （de　 Haan ）

Present 　 work

P ．cristatum 　 de　Man
Gam6 ，19．　58

Antennule
　 　 endopodite

　 　 exopodite

Antenna

Mandib 】e

Maxilla
　　endopodite

First　 maxilliped

　　 exopodite

Second 　 maxilliped

　　exopodite

Third　 max 量1iiped
　　 exopodite

Cheliped
Fifth　 peraeopod

Pleopods 　（2nd　to　5th
　 abdominal 　 segment ）
　　 endopodite

　　 exopodite

Uropod

1　segrnent

3segments ，　 apProximately
12　0r 　l3　aesthetascs

1  Segments ，10r 　210ng 　Setae 　On
7th

，
8th

，
9th　 and 　1  th 　segments

Three ・segmented 　 palp

lsegment ，3hairs

2Plumose 　hairs　 on 　 proxjmal
segment ，5Plumose 　 hairs　on
distal

1　seta 　on 　prox 正ma 量 segment
，

5plumose 　hairs　on 　distal

5　plumose 　 hairs　on 　distaI
segment

Symmetrical

3　feelers　 on 　dactylus

Telson

　　
参

　According 　 to　 illustrations　 of　 reference

3　small 　h〔｝oked 　hairs
15　to　2D　natatory 　hairs

lP 】umose 　hair　 on 　 proximal
segment

， 8plumose 　 ones 　en
distal2marginal

　 spinules

1　segment

3segments ，　 apProximately
6　aesthetasc5

＊

7　segmentS
，
5 】ong 　setae 　and 　l

short 　seta 　on 　distal　two
segments

Three ．segmented 　paLp

1hair

2hairs 　 on 　 proximal 　 segment ，4
hairs 　on 　distal事

310ng 　hairs　 on 　distal　segment 擧

51eng 　hajrs　 on 　 distal　 segmen し

SymmetTica1
3　fee】ers 　on 　dactylus

3　small 　 hooked 　hairs
8　to 　12　natatory 　hairs

No 　 hair　 on 　preximal 　segment ，2
plumose 　 hairs　on 　 distal

2marginal 　 spinules

Scopimera ，　Jl），oPiax ，　Dotilla，2） ゾ エ ア の 頭胸 甲

に 側棘 を 欠 い て い る も の 一 Uca ，
　 MacroPhthal・

mUSt 　 HemiPlax，ヱ）etiUa と の 二 つ に 大ぎ く分類 し

て い る。しか し コ メ ツ キ ガ ニ 亜 科の 1）otilla 　ttで は

側棘 を備 え て い る種類 （D ．sut ‘ata （Forskal ）） と

欠 い て い る種類 （D ．blanfordi　 Alcock）の 両型 が

報告 さ れ て い る 。

　Wear の こ の ゾ ＝ ア 幼生 を 用 い た分類 法 は ス ナ ガ
’

二亜 科 の OcyPode 属 と　Uca 属 とは グル ープ を 異

に し，ま た，Oof耀 α も両方 の グル ープ に 属 す る な

ど成体を基準 に し た分類配列（Sakai， 1939； Crane，

1975） とで は か な り相違 す る こ と に な る 。

　今回 の 観察結果 と す で に 報告 さ れ て い るメ ガ 卩 バ

期幼生 の 外部形態か ら，ス ナ ガ ニ 科 の メ ガ ロ バ 期 幼

生 は，1） 甲殻の 大 き さや 前額 の 形態，2）第 1 触角

の 内肢の 有無，3）第 2触角 の 鞭節数，4）大顎 の 触

讃の 鰊毛数，5）歩脚底節 の 軟毛や 小棘 の 有無，6）

第 4 歩脚 の 長短 な ら び に 指 節 の 感 覚 毛 の 配 列，7＞

尾肢 の 有無 と羽状毛数 な ど を主要 な特徴 と して あげ

る こ とが で ぎ る。 こ れ ら の うち ，6 と 7 の 形態 か ら

メ ガ ロ バ 期幼生を次 の よ うに 二 つ に 大 きく分け るこ

とが で きる よ うに 思 わ れ る。

　1） 第 4歩脚 は 他 の 歩脚 と比較 し て 著 し く短 か

く，そ の 指節末端 に 感覚毛 を 生 じて い る 一
ス ナ ガ

ニ 亜 科 の OcyPade，　 Uca お よ び オ サ ガ ご 亜 科 の

Paracleistostoma，　MacroPhthalmus ．

　2）　第 4歩脚 は著し く短 か くな る こ とは な く，感

覚 毛 も 指 節 未 端 に は な く，内 縁 に 沿 っ て 生 じて い る

一 コ メ ツ キ ガ ニ 亜 科 の Scopimera，　 llyoPlax．

Dotilla．　　　　　　　 ．
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　 さ らに ，尾肢 の 有無に 注 目す る と，前者の ス ナ ガ

ニ 亜 科や オ サ ガ ニ 亜 科の グル ープは い ずれ も尾肢を

備 え て い る。しか し，後者 の グ ル ープ の コ メ ツ キ ガ

ニ 亜 科 の Scepimera と IlyoPtaxの 両 属 で は 尾肢

を備えて い な い （蒲生，195S；村岡 ，
1974）。

ま た，

Dotiila 属 は ，　 D ．　 sulcata で は 尾 肢を 備 え て い る

が （Gohar 　 and 　Al−Kholy ，1957），　 D ．　blanfordi

で は 腹肢は 何対あ る か 明硴 で な く， 腹 節 も 尾節 を

含 め て 6節 と 記載 さ れて い る こ と か ら （Rajabai，
1959＞，こ の 2 種 の 幼 生 は 同一

の 属に ありなが ら形

態 を 異に し て い る よ うに 思 わ れ る 。

　 以 k の 結果 か ら，メ ガ ロ バ 期 幼 生 に つ い て は ，

Wear が ソ
．’
エ ア で 行 っ た 分類 と は か な り異な っ た 結

果が得られ，1） ス ナ ガ ニ 亜 科 お よ び オ サ ガ ニ 亜 科

の グル
ープ と，2） コ メ ッ キ ガ ニ 亜 科 の グ ル ープ と

で は ，第 4 歩脚 の 長短 や 尾肢の 有無 な どに よ り形態

学 E明らか に 相違 して い る よ うに 思わ れ る 。 し か し，

ス ナ ガ ニ 亜 科の メ ガ ロ バ 期幼生 と オ サ ガ ニ 亜 科の そ

れ との 比較 は 前述 し た よ うに オ サ ガ ニ 亜 科 の 幼生 の

観察報告が 少な く，十分 な結論を得る に 至 っ て い な

い
り 今後 さ らに オ サ ガ ニ 亜 科 の 種 に つ い て 観察 を進

め る と と もに ，他の 種類 に つ い て も 多 くの 知見 を得

た い と考え て い る 。
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